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調査の実施概要
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調査背景・目的

— 地方自治体を取り巻く課題としては、少子高齢化対策、脱炭素社会の実現に加え新型コロナウイルス
感染症への対応などが挙げられ、行政が扱う政策課題が多様化、複雑化している。

— こうした複雑化する行政の課題に対してデザインの方法論が活用され始めている。（欧米先進事例）

— 本調査では広義のデザイン手法（従来型のロジカルシンキングや技術中心的な考え方にとどまらず、
ユーザーを中心に据えて仮説探索・検証を繰り返して新たな問題解決の方法を発見する考え方および
手法）が多様化・複雑化する政策課題に対して有効であるという仮説に基づいて調査を行う。

背景

目的

自治体における課題の現状とデザイン方法論の活用可能性を探る

— 1.基礎自治体の政策上・日常業務における問題および課題認識を明らかにする。

— 2.基礎自治体におけるデザイン手法の導入度、実践度合いを明らかにする。

— 3.基礎自治体におけるデザイン手法導入の可能性および障壁を明らかにする。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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調査概要

• 以下の内容にて、インターネットによるアンケート調査を実施。

• 全国の地方公務員のうち市区町村に常勤する行政職(資格・免許職を除く)および技術職の方
• 20歳～59歳、男女

調査方法 • インターネット調査（民間調査会社のモニターを活用）

調査対象

調査時期 • 2022年3月11日(金）～3月13日（日）

• 1,545人有効回答数

調査名 • 基礎自治体職員におけるデザイン手法に関するアンケート調査

主な調査項目

• 政策立案・実施時における課題認識について
• 広義の「デザイン」の認識について
• 政策立案・実施時におけるデザインの実践について
• 基礎情報・属性

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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回答者属性＿年代・性別・業種など

•全国の地方公務員のうち市区町村に常勤する行政職(資格・免許職を除く)および技術職の方が対象。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

[Q1]年代

【SA(n=1,545)】

[Q2]あなたの性別をお知らせください。

【SA(n=1,545)】

[Q6]あなたがお勤めの、公務員の業種をお知らせください。

【SA(n=1,545)】

[Q7]あなたが お勤めの地方公共団体の区分を教えてください。

【SA(n=1,545)】

[Q8]あなたの雇用形態について教えてください。【SA(n=1,545)】

市区町村:100%

常勤:100%

[Q5]あなたの現在のご職業をお知らせください。

【SA(n=1,545)】

公務員:100%

男性

77.1％

女性

22.9％

20-29歳 8.5％

30-39歳

22.8％

40-49歳

31.7％

50-59歳

36.9％

地方公務員

（行政職：資格・免許職以外）

68.2％

地方公務員（技術職）

31.8％
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回答者属性＿所属・役職

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

[Q33]あなたは現在、管理職に就いていますか。

【SA(n=1,545)】

[Q32]あなたが現在所属している部局で担当している業務に最も近いものを選択してください。

【SA(n=1,545)】

総務・財経 20.5％

（財政、総務、人事、秘書広報、

経理会計、契約など）

企画 2.8％

（行財政改革、企画など）

情報システム 1.6％

（IT推進、情報セキュリティ、

行政システムなど）

まちづくり 11.7％

（都市計画、建築土木、交通、

病院、施設管理など）

住民生活 7.8％

（住民窓口、税務、ふるさと納税、

国民年金など）

防災・危機管理 2.9％

（防災、災害、危機管理）

観光商工 2.4％

（商工、移住定住、企業誘致、

雇用創出、地域振興、観光）

健康福祉 16.0％

（子育て、医療、介護、

障害福祉、生活保護）

環境エネルギー 9.8％

（生活保護、水道、下水、

ごみ・リサイクルなど）

教育 12.9％

（学校教育、社会教育、

文化および運動施設）

農林水産 2.8％

（農業、林業、水産業）

議会 1.9％

（議会選挙） その他

7.1％

はい

19.9％

いいえ

80.1％
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回答者属性＿勤務自治体・自治体規模

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

[Q38]あなたが勤めている自治体の団体規模の区分を選択してください。

【SA(n=1,545)】

[Q37]あなたが勤めている自治体の都道府県を選択してください。

【SA(n=1,545)】

7.6

1.7

0.8

2.3

0.6

1.6

1.6

1.5

1.5

1.2

3.0

3.7

6.1

5.5

1.4

1.0

1.2

0.6

0.9

2.1

1.9

2.7

8.6

1.8

0.0 3.0 6.0 9.0

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

%

0.8

2.4

6.7

5.6

2.1

1.3

0.9

0.7

1.2

2.1

1.1

0.8

1.2

1.3

0.5

3.7

0.7

1.0

1.2

0.8

0.6

1.6

0.6

0.0 3.0 6.0 9.0

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

%

政令指定都市

・特別区

26.4％

中核市・

施行時特例市

15.4％人口10万人以上であって、

上記政令指定都市・特別区、

中核市・施行時特例市以外の

市町村 19.2％

人口1万人以上

10万人未満の市町村

32.0％

人口１万人未満の市町村

7.0％
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調査結果サマリー
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調査結果サマリー

• 自治体における課題は複雑化・長期化している。デザイン（思考）の認知・活用は低い水準に留まるが、デザイン手
法の内容を提示すると、バックキャスティングやインタビューを中心に活用可能性があることがわかった。

基礎自治体の政策上・日
常業務における問題およ
び課題認識

基礎自治体におけるデザ
イン手法導入の可能性お
よび障壁

主な調査項目 調査結果

基礎自治体におけるデザ
イン手法の導入度、実践
度合い

1

3

2

デザイン思考の認知度・活用度ともに非常に低い水準。一方で人数は少ないが、デザイン
思考を活用した経験のある人はその有効性を高く感じている。
• デザイン思考を知っている人の割合は8.4%と低く、またデザイン思考を知っている人のうち

「行政実務において活用したことがある」割合は18.5%。
• 所属自治体等が主催する庁内職員向け研修を受講してデザイン思考を知った割合が高い。
• デザイン思考の活用場面は主に「アイデア出し」「提案・報告」時に多く活用されている傾向。
• デザイン思考はすべての活用場面において有効であるとの回答が70%を超える。

政策課題の複雑化・長期化に加え、多様化するニーズの政策への活かし方に難しさを感じ
ている。
• 日常業務において感じる困難として特に「政策課題の複雑化」「ニーズを踏まえた政策の形

成」「10年以上の長期にわたる政策課題の設定」が挙げられる。
• 「人口減少」「超高齢社会」「財政状況の圧迫」のような日本における総体的な潮流に対し

て課題の複雑化を感じる傾向が強い。

「バックキャスティング」のような先入観に囚われない長期計画の立案方法や、「インタ
ビュー」「観察調査」のような人々が心の奥底で抱えている問題を浮かび上がらせるような
調査の方法に対する役割期待度が高い。
• デザイン思考に対する「理解」と「活用するためのノウハウの習得・実践・蓄積」を導入・活用

の課題として挙げる人の割合が高い。
• 「デザイン思考を知っている人は知らない人と比較して将来像を描く手法の活用経験の割合

が約70%と高く、またその中でもバックキャスティング手法を活用したことがある割合が約
45%と高い。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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基礎自治体の政策上・日常業務における問題や課題認識①

• 課題の複雑化・長期化に加え、多様化するニーズの政策への活かし方に難しさを感じている。

— 「非常にそう思う」「まあそう思う」と回答した人は、政策課題の複雑化、ニーズを踏まえた政策の形成、10年以上
の長期にわたる政策課題の設定、の順に高い。

政策の企画立案から行政サービスの提供における様々な日常業務の中で、あなたが日頃どのように思われているか①～⑪にお答えください

【単一回答 (n=1,545)】

①行政が取り組むべき課題(政策課題)が複雑化している

②住民・企業等のニーズを引き出すことが難しい

③引き出した住民・企業等のニーズを活用して政策をつくることが難しい

④政策目的の設定や施策・事業の立案にあたり、時代やニーズに合わせた

新しい発想を出すことが難しい

⑤ビジョン(政策や地域の将来像など)の策定や共有が難しい

⑥5年以上の中期にわたる政策課題の設定が難しい

⑦10年以上の長期にわたる政策課題の設定が難しい

⑧対象となる住民・企業等のための施策・事業をつくることが難しい

⑨実施した施策・事業が設定した政策課題の解決に

寄与していることを感じづらい

⑩他部署との横断的な連携が難しい

⑪住民・企業・議員等との協働活動が難しい

42.9

17.9

24.1

22.0

22.1

24.1

32.7

18.6

20.3

21.6

23.4

35.1

43.6

43.4

41.2

40.3

36.8

32.6

38.8

37.9

35.0

36.6

17.4

29.9

27.5

29.9

30.1

31.3

28.1

36.0

35.3

33.3

33.1

3.0

6.5

3.6

5.1

5.8

6.5

5.0

5.0

5.1

7.8

5.4

1.6

2.1

1.5

1.7

1.7

1.4

1.6

1.5

1.4

2.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常にそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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基礎自治体の政策上・日常業務における問題や課題認識②

• 「人口減少」「超高齢社会」「財政状況の圧迫」のような日本における総体的な潮流のほか、「防災」、「医療・介護」、
「地域振興」といった地域が率先して対峙すべき政策課題に対して複雑化を感じている傾向がうかがえる。

— 「生物多様性」「国際競争」「脱炭素」「気候変動」については回答者割合が10％未満となっており、分野によって
取組の難しさが異なることが想定される。

行政が取り組むべき課題(政策課題)において、特に複雑化していると思う課題を最大5つまで選択してください。

【複数回答 (n=1,475)】

人口減少

超高齢社会

財政状況の圧迫

医療・介護

地域振興

防災

公共交通の維持・最適化

感染症対策

働き手不足

産業・イノベーション

多文化共生

循環型経済

脱炭素

気候変動

国際競争

生物多様性

その他

47.1

45.0

42.2

36.3

33.8

32.8

26.2

25.0

23.3

13.8

11.1

10.0

7.7

7.1

3.0

2.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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基礎自治体におけるデザイン手法の導入度・実践度合い①

• デザイン思考の認知度・活用度ともに非常に低い水準。

— 基礎自治体においてデザイン思考を知っている人の割合は8.4%と低く、またデザイン思考を知っている人のうち
「行政実務において活用したことがある」割合は18.5%。

あなたは、「デザイン思考」を知っていますか。
【単一回答 (n=1,545)】

あなたは「デザイン思考」を活用した経験はありますか。あてはまるものを1
つ選択してください。【単一回答 (n=130)】

行政実務において活

用したことがある

18.5%

知っている
8.4%

知らない
91.6%

行政実務においては

活用したことがないが、

行政組織内での自

主活動や勉強会等

の業務外活動で活

用したことがある

32.3%

行政実務で活用したことも業

務外活動でも活用したことはな

いが、プライベートな活動で活

用したことがある

12.3%

活用した経験はない

36.9%

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成
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基礎自治体におけるデザイン手法の導入度・実践度合い②

• デザイン思考を知った経緯は研修・セミナーの割合が最も高く、中でも所属自治体等の公的組織が主催する庁内職
員向け研修を業務の一環として受講した割合が高い。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

あなたはどこで「デザイン思考」を知りましたか。あてはまるものをすべて選
択してください。【複数回答 (n=130)】

56.9

27.7

29.2

9.2

10.0

13.8

0.8

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修・セミナー

書籍・雑誌

インターネットの記事

学生時代の講義・研究活動

知人からの伝聞

業務を通じた出向・就学など

その他

覚えていない

あなたはデザイン思考に関する研修やセミナーをどこで受講したことがあり
ますか。あてはまるものをすべて選択してください。【複数回答 (n=74)】

56.8

32.4

24.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたが所属する自治体または国等の公的

組織が主催して実施する庁内職員向け研修

で、業務の一環として受講したもの

民間企業・団体等が主催するセミナーで、

業務の一環として受講したもの

民間企業・団体等が主催するセミナーで、

業務外で自主的に受講したもの

その他
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基礎自治体におけるデザイン手法の導入度・実践度合い③

• 人数は少ないが、デザイン思考を活用した経験のある人はその有効性を高いと感じている。

— デザイン思考の活用場面：主に「アイデア出し」「提案・報告」時に多く活用されている傾向。

— デザイン思考の有効性：すべての場面で「とても有効である」「やや有効である」の回答の合計が70%を超える。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

あなたは「デザイン思考」が有効な手段であったと思いますか
【単一回答 (n=82)】

あなたは「デザイン思考」をどのような場面で活用しましたか。
あてはまるものをすべて選択してください。

【複数回答 (n=82)】

アイデア出しを行う時

意思決定を行う時

探索型調査を行う時

検証型調査を行う時

提案・報告を行う時

情報発信を行う時

52.4

31.7

19.5

26.8

48.8

29.3

0% 20% 40% 60%

30.2

11.5

25.0

27.3

30.0

16.7

53.5

65.4

56.3

54.5

50.0

54.2

14.0

23.1

12.5

18.2

17.5

29.2

2.3

6.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アイデア出しを行う時

意思決定を行う時

探索型調査を行う時

検証型調査を行う時

提案・報告を行う時

情報発信を行う時

とても有効である やや有効である どちらともいえない あまり有効でない まったく有効ではない



14

基礎自治体におけるデザイン手法導入の可能性①

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

政策の企画立案から行政サービスの実施において、以下の手法をあなたは日
常業務の中でどの程度使っていますか。①～⑩にお答えください。

【単一回答 (n=1,545)】

①～⑩の手法について、あなたが日常業務の中で役立つ、または役
立ちそうだと思った手法をすべて選択してください。※手法を活用した
経験は問いません。

【複数回答 (n=1,545)】

⑥ プロトタイピング

⑦ アジャイル開発

⑧ フューチャーセンター

⑨ リビングラボ

⑩ ナッジ

① バックキャスティング

② インタビュー／ヒアリング調査

③ 観察調査／エスノグラフィー

④ ペルソナ

⑤ カスタマージャーニーマップ

／エクスペリエンスマップ

4.4

6.7

2.9

1.9

1.7

1.6

1.5

2.1

1.2

2.5

18.5

28.9

16.8

12.0

10.6

13.1

12.4

12.8

9.8

12.3

26.9

24.9

29.1

28.5

28.7

28.9

28.1

27.1

27.6

27.0

50.2

39.5

51.3

57.7

59.1

56.4

58.0

57.9

61.3

58.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく使う すこし使う ほとんど使わない まったく使わない

① バックキャスティング

② インタビュー／ヒアリング調査

③ 観察調査／エスノグラフィー

④ ペルソナ

⑤ カ

スタ

⑥ プロトタイピング

⑦ アジャイル開発

⑧ フューチャーセンター

⑨ リビングラボ

⑩ ナッジ

⑪ 特になし

37.0

35.0

22.1

15.5

12.1

15.2

13.8

13.6

12.3

16.2

38.6

0% 20% 40% 60% 80%

⑤ カスタマージャーニーマップ
／エクスペリエンスマップ

• 「バックキャスティング」のような先入観に囚われない長期計画の立案方法や、「インタビュー」「観察調査」のような人々
が心の奥底で抱えている問題を浮かび上がらせるような調査の方法に対する役割期待度が高い。

— 日常業務において殆どのデザイン手法があまり活用されていない中、「バックキャスティング」 「インタビュー調査」「観
察調査」の利用割合は相対的に高い。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基礎自治体におけるデザイン手法導入の可能性②

• 将来像を描く手法およびバックキャスティング手法はデザイン思考と併せた導入可能性および活用余地がある。

— デザイン思考を知っている人は知らない人と比較して将来像を描く手法の活用経験の割合が約70%と高く、また
その中でもバックキャスティング手法を活用したことがある割合が約45%と高い。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

あなたが現在所属する部局において、基本計画・分野別計画などの策定に
あたり、どの手法を用いたことがありますか。あてはまるものを１つ選択してくださ
い。【単一回答 (n=1,545)】

デザイン思考を
知らない
(n=1415)

デザイン思考を
知っている
(n=130)

【将来像を描く手法の活用経験】32.9%

【将来像を描く手法の活用経験】70.8%

現在の情報や様々な立場の意見・ニーズを取り入れ政策の将来像を自ら描く手法
一見地域の未来とは関係なさそうな変化を取り入れて地域や社会の将来像を描く手法
上記のどちらも用いたことがある
上記のどちらも用いたことがない

あなたが現在所属する部局では、基本計画・分野別計画などの策定
にあたり、将来像から逆算して取り組むべき課題を設定するバックキャ
スティングの手法を用いたことがありますか。【単一回答 (n=557)】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デザイン思考を
知らない
(n=465)

デザイン思考を
知っている
(n=92)

バックキャスティング手法を用いたことがある
バックキャスティング手法を用いたことはない

バックキャスティング手法を用いたことがある15.5%

バックキャスティング手法を用いたことがある44.6%
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基礎自治体におけるデザイン手法導入の可能性③

• 部局別にデザイン思考およびデザイン適応領域の認知に差がある為、浸透度合いや業務の特性にあわせたデザイン
手法の導入が求められる。

— デザイン思考は“情報システム”“観光商工”“企画”に所属する人の認知割合が特に高い。

— デザイン適応領域において“企画”はインタラクション、サービス、ビジョンが高く、“観光商工”はグラフィック、プロダクト、
ビジョンの認知度が高い。

あなたは、「デザイン思考を知っていますか。

【単一回答 (n=1,545)】

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

以下のデザインおよびデザインが適用される領域のうち、あなたがよく知って
いると思うものをすべて選択してください。【複数回答 (n=1,545)】

特
に
な
し

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン

問
題
提
起
型
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

し
く
み
の
デ
ザ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン

そ
の
他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80% 総務・財経(317)

企画(317)

情報システム(317)

まちづくり(317)

住民生活(317)

防災・危機管理

(317)
観光商工(317)

健康福祉(317)

環境エネルギー(317)

その他 (109)

住民生活 (120)

農林水産 (43)

議会 (29)

健康福祉 (247)

環境エネルギー (151)

教育 (199)

防災・危機管理 (45)

まちづくり (181)

総務・財経 (317)

情報システム (24)

観光商工 (37)

企画 (43)

25.0

18.9

16.3

11.1

9.4

9.1

8.5

7.9

5.5

4.2

2.3

0

8.3

75.0

81.1

83.7

88.9

90.6

90.9

91.5

92.1

94.5

95.8

97.7

100.0

91.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
知っている 知らない
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基礎自治体におけるデザイン手法導入の障壁

• デザイン思考に対する「理解」と「活用するためのノウハウの習得・実践・蓄積」を課題として挙げる人の割合は40％を
超えており、デザイン思考に触れたことのない人に対する説明の難しさが予想される。

出所：武蔵野美術大学・株式会社日本総合研究所作成

「デザイン思考」を自治体業務に導入・活用するにあたり、課題になるとあなたが思うものを最大５つまで選択してください。

【複数回答 (n=82)】

活用するためのノウハウの習得・実践・蓄積が不足している

デザイン思考に対する理解が不足している

上司への説明が難しい・動機づけが不足している

予算の確保が難しい

住民への説明が難しい・動機づけが不足している

首長への説明が難しい・首長の動機づけが不足している

同僚への説明が難しい・動機づけが不足している

組織文化になじまない

議会への説明が難しい

人事・組織制度になじまない

行政サービスになじまない

その他

46.3

40.2

25.6

25.6

24.4

19.5

19.5

19.5

18.3

15.9

13.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%


